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1.はじめに：山崎川は，名古屋市千種区にある平和公園

内の猫ヶ洞池からの導水を源とし名古屋港に注ぐ，流域

面積 26.6km2，流路延長 13.6kmの河川である．山崎川流域
の下水道は 100%合流式で整備されているため，雨天時に
初期段階で下水管路内に堆積した汚濁物質が一度に流出

するファーストフラッシュや雨水と生活排水が一定量を

越えると未処理のまま河川に流出する雨水吐越流(CSO)

が発生し，河川に汚濁負荷を与え，水質悪化の原因とな

っている．本研究では，汚濁濃度，汚濁負荷量の計測，

パックテストや水質計により水質測定を行い，未処理排

水による汚濁負荷について検討する． 
2.雨天時における現地観測：雨天時の観測場所は山崎川

の川名大橋付近である．観測を実施した日時は 2011年 10
月 14～15日(以下①)，11月 11日(以下②)，11月 19日(以
下③)であり，それぞれの日の降雨形態を表‐1に示す．

次に水質調査と現地観測の方法について述べる．SS濃度

と BOD 濃度は河川の水を採水し，ガラス繊維ろ紙法(JIS 

M0210)とBOD自動測定器BODTrak(セントラル科学株式会
社製 JISK0102 に準拠)によって分析した．なお，BOD 濃
度については機器の性能上，一度に 12サンプル分しか分
析していない．流速については、河川用電磁流速計

(AEM1-D)を用いて川名大橋から計測した．また，事前に 8
基の水位計(応用地質株式会社製S&DLmini)の設置及び水

位計を設置した河川断面の測量を行い，これらのデータ

と計測した流速から粗度係数の算出を行った．観測間隔

については，採水は降雨状態を観察しながら，最長で 1
時間，最短で 2分間隔で行い，流速は 2分間隔で計測を
行った．粗度係数は，水位計で計測される水位データと

測量による河川断面のデータより流積及び潤辺を求め，

径深を算出し，また，観測場所に近い 2 基の水位計で計
測された水位の差を 2 基間の距離で除することで水面勾
配を算出し，それらの算出した値をマニングの式に代入

し，現地で計測した流速と比較することで算出した．今

回は，算出された粗度係数の平均値であるn=0.0453を利
用し，流量を求めた． 

 観測結果については，観測日①のSS濃度，BOD濃度，

SS 負荷量，BOD 負荷量と流量，降水量の関係を図‐1～4

に示す．また，各観測日の各測定項目の最大値を表‐2

に示す．観測日①では，14日 22時頃にCSOの発生を確認
し，そのときは 1.5mm/10min程度の降雨であった．その後
30分間は流量，SS濃度に大きな変化は無く，22時 30分
頃に流量とSS濃度に大きな上昇が見られた．BOD濃度に

ついても今回測定した範囲ではあるが，23時頃に大きな
上昇が見られた． 

 次に図‐1～2より，SS濃度，BOD濃度の最大値が流量 

表‐1 各観測日の降雨形態 

 
表‐2 各観測日の各項目の最大値 
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図‐1 SS濃度と流量の関係 
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図‐2 BOD濃度と流量の関係 
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図‐3 SS負荷量と流量の関係 



のピークの前に現れていることがわかる．これは，出水

初期に下水管路内に堆積した汚濁物質を多量に含んだ水

が河川に流入したことが原因と考えられる．そして，流

量がピークを迎える頃には下水管路内の汚濁物質はほと

んど流されてしまったので，汚濁濃度の最大値が流量の

ピークの前に現れたと考えられる．次に図‐3～4より， 

SS 負荷量，BOD 負荷量ともにピークの出現が流量のピー

クの出現にほぼ一致していたことから，汚濁負荷量は流

量に大きく依存していることがわかる．汚濁負荷量は汚

濁濃度と流量から算出するわけであるが，今回の観測よ

り，流量との関係性が強いことが示された． 

 次に，表‐2について考察する．最大SS濃度の違いが

生じた原因としては，CSO発生前の降雨形態の違いが影響

したと考えられる．観測日①，②では，CSO発生前の降雨

はほとんど無かったが，観測日③では CSO 発生前に

2mm/hr程度の降雨が 2時間程続いていた．そのため，観
測日③では下水管路内に堆積していた汚濁物質がある程

度処理場に流されてしまったため，観測日①，②に比べ

出水初期に流出した汚濁物質が減少し，最大SS濃度に違

いが生まれたものと考えられる．最大SS負荷量の違いに

ついては，SS濃度と流量が関係してくるが，今回は主に

流量の違いが影響して最大SS負荷量に違いが生まれたと

考えられる．なお，BOD濃度，BOD負荷量については，採

水したサンプルから適当に12サンプル選び解析したため
SS 濃度や SS 負荷量とは一致した挙動とはなっていない

が，1つの指標として提示した． 
 最後に今回算出された粗度係数とそのときの水位の関

係を図‐5に示した．この図より，水位が低いと粗度係数

は高くなり，水位が高いと粗度係数が低くなる傾向があ

ることがわかる．この原因としては，観測場所の底面に

は巨石や草などがあり，側面は比較的滑らかな構造にな

っていることが考えられる．そのため，水位が低いとき

には底面の凹凸の影響を大きく受け，水位が上昇するに

つれて底面の影響が小さくなるので，算出された粗度係

数に違いが見られたと考えられる．以上のことより，同

一河川でも晴天時と雨天時で粗度係数に違いが発生する

可能性があると言える． 

3.場所的に見る水質変化：この章における現地観測は，

山崎川の川名大橋，萩山橋，瑞穂橋で行った．水質の測

定は多項目水質計(WQC-24 東亜 DKK)とパックテスト(株
式会社 共立理化学研究所)を用いて行った． 

 観測結果については表‐3に示す．なお，11月 11日は
出水が停止した直後，11月 19日は出水中に測定を行い，
晴天時については晴天であった 11月 9日，12月 13日，1
月 17日に測定したものの平均値である． 
測定結果より，各項目で雨天時の水質悪化が確認でき

る．細かく見てみると，まず電気伝導率と濁度の大きな

上昇が見られる．これは，出水により多くの汚濁物質が

供給されたことや，速い流速による巻上げが原因と考え 
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図‐4 BOD負荷量と流量の関係 
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図‐5 粗度係数と水位の関係 

表‐3 各水質項目の測定値 

 

られる．また，NH4
+-NやNO2

--N，PO4
3--Pの上昇も見ること

が出来る．これらの上昇はし尿等の生活排水が河川に流

入したことが原因であり，特にNH4
+-N，NO2

--Nの上昇より

近い過去の比較的近い箇所で汚濁の流入があったことが

示されている．また，晴天時の値を見てみると，どの項

目の値も河川の水質としては良いことから，CSOが水質に

与える影響が大きいこと，CSOの発生により流入した汚濁

物質は今回測定した区間では滞留することなく流下して

いること等がわかる． 

4.おわりに：今回の現地観測より，山崎川の川名大橋付

近の流域では1.5mm/10min程度の降雨でCSOが発生するこ
とがわかった．また，水質汚濁の原因となっているのは

し尿等の生活排水という，人間活動に起因していること

もわかった．そして，汚濁濃度は流量のピークの前に出

現することや，汚濁負荷量は流量に大きく影響されるこ

とも確認出来た．しかし，今回雨天時に現地観測を行う

ことが出来たのは 3 回であったため，データ的に信頼に
欠く部分が多々あると言える．そのため，今後も現地観

測を続けていく必要がある． 


